
一方で、この10年の間に、憲法論が政治の世界でなされなくなりました。

昨年12 月のいわゆる安保３文書を経て、その傾向はますます顕著と

なっています。しかしそれが何を意味するのか、国民に十分な説明が

ありません。

他方で、憲法改正論として緊急事態条項を新設する議論について、憲

法審査会で取り上げられる回数が積み上がってきています。

日本で、政治は「軍事」とどのような関係となっているのでしょうか。

憲法の観点から考えたいと思います。

青井未帆さん

　

参加費
申込み方法

http://begleiten.org/
https://www.facebook.com/begleiten2
https://twitter.com/Begleiten2001

講師

一人1,000円 (入金後のキャンセルはご容赦ください。)

関根　090-9146-6667　　k_sekine@f7.dion.ne.jp

次の peatix アドレス又はQRコードから申込み、各自が選択さ
れた方法で事前にお支払いください。　
https://begleiten230923.peatix.com/
コンビニからのお申込み・お支払いは9月 22日まで、クレジッ
トカードを利用してのお申込み・お支払いは23日 12:00 までです。
お支払い確認後、9月 23日 ( 土 )13:00 ～ 13:30 に ZoomのURL、ID、パスワードを、
個別にご連絡します。Zoomを利用されたことのない方は、使用方法をお伝えします。
お申込み時にお知らせください。

ZoomのURL

主催

問合せ先

HP

Zoomによるオンライン講演会

　（13：00から入室できます。）
14：00～16：30

20239月23日 土・祝

略歴　　　東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得満期退学。
　　　　　　2011 年より現職。
主な著書　『憲法と政治』（岩波新書）など

　(学習院大学教授 )
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